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研究成果概要 
 2020 年 12 月 3日 (木) 、4日 (金)、研究会「高エネルギーガンマ線でみる極限宇宙 2020」

（"The extreme Universe viewed in very-high-energy gamma rays 2020"）を開催した。今年度は、

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、オンラインでの開催となった。 



 2018 年 10 月に CTA 北サイトのカナリー諸島ラ パルマの大口径望遠鏡初号機が完成し、2019 年 11

月には、かに星雲からのガンマ線の検出に成功し、2020 年 1月から 2月には、かにパルサーからのガ

ンマ線の信号検出にも成功した。2021 年度からは大口径望遠鏡 2-4 号機の建設も開始され、2023 年ま

でに大口径望遠鏡 2-4 号基の建設を完了し、大口径望遠鏡 4台でのステレオ観測を目指している。南

サイトもチリのパラナルに決定し、2021 年からは建設が開始される予定で、2025 年にはフルアレイに

よる本格稼働を目指している。今後、CTA 時代を迎え、TeV ガンマ線天文学がさらに他波長の電磁波観

測や、高エネルギーニュートリノ、重力波観測との連携を深め、時間領域天文学、マルチメッセンジ

ャー天文学の一翼を担っていくためにも、研究会を通じて広い分野の研究者と議論を深め、今後の戦

略を練り、様々な角度から議論するために、コミュニティーに開かれたものとして開催された。ま

た、研究費助成事業（科学研究費補助金）基盤研究（S）(2017 年度-2021 年度)「CTA 大口径望遠鏡ア

レイによる極限宇宙の研究」（4年度目）のサポートも得て開催された。CTA-Japan 主催で、2009 年

度(2010 年 1月）から開始された研究会は、今年度で 12回目となった。 

 研究会は以下のような構成で行われた。講演トピック、講演者（所属）、講演時間は以下に示した。

講演数は 12件（招待講演 8件、一般講演 4件）で、講演は英語で行われた。115 名の参加（講演者も

含む）があった。正式な講演題目と講演者のスライドは以下の URL にて公開している。各講演につい

て 5分間の議論を設けたが、オンライン開催のためその後も議論が継続できるように Slack を用い

た。高エネルギー天体観測網のセッションでは、ガンマ線については GeV 領域から PeV 領域まで 3講

演があり、高エネルギーニュートリノが 1講演あった。また、CTA 時代の高エネルギー宇宙物理学の

セッションについても、銀河系内天体関連が 2講演、銀河系外天体関連が 6講演あり、広い分野の高

エネルギー宇宙物理をカバーし、さまざまな分野の研究者と議論を深めることができた。 

 http://www.cta-observatory.jp/workshop/CTA-J/2020/ 

Session:  High-Energy Astrophysical Observatory Network 

・TeV gamma rays: Takayuki Saito (ICRR, Univ. of Tokyo) 30 分+5 分 

・PeV gamma rays: Zhen Cao (IHEP, CAS) 30 分+5 分 

・GeV gamma rays: Satoru Takahashi (Kobe Univ.) 20 分+5 分 

・Neutrino : Maximilian Meier (ICEHAP, Chiba Univ.) 30 分+5 分 

Session:  Astrophysics in the CTA Era 

・Extragalactic background light : Marco Ajello (Clemson Univ.) 30 分+5 分 

・Star-forming galaxies: Naoya Shimono (Univ. of Tokyo) 20 分+5 分 

・Blazars : David Paneque (MPI) 30 分+5 分 

・Intergalactic electromagnetic cascades: Timur Dzhatdoev (Moscow State Univ.) 20 分+5 分 

・Neutron star mergers: Kenta Hotokezaka (RESCEU, Univ. of Tokyo) 30 分+5 分 

・Fast radio bursts : Tetsuya Hashimoto (National Tsing Hua Univ.) 30 分+5 分 

・Pulsars: Giovanni Ceribella (MPI) 30 分+5 分 

・Supernova Remnants: Yasuo Fukui (Nagoya Univ.) 20 分+5 分 
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